抗がん剤副作用データベースの構築（演題12ﾎﾟｲﾝﾄ）
京大病院薬剤部　　○京大太郎、・・・（演者　発表者に○印、10ﾎﾟｲﾝﾄ）
同・外来化学療法部　鴨川次郎、・・・

【目的】抗がん剤は副作用の発現頻度が高く、投与にあたっては初期症状からそれを把握し、適切な対応によって重篤化を未然に防ぐ必要がある。また、・・・

【方法】対象は、2005年4月1日以降に当院において新規にがん化学療法を施行した患者のうち、薬剤師が病棟あるいは外来化学療法部において副作用モニターを実施した562名とし、・・・

【結果】抗がん剤副作用データベースに登録された癌種は、消化器癌216例、造血器腫瘍75例、乳癌63例・・・

【考察】今回構築した抗がん剤副作用データベースは、個々の患者の副作用モニターを通して得られた情報を・・・

（本文10ﾎﾟｲﾝﾄ、フォントは全てMS明朝体）　ここまで記載可→

